2008年度までの活動実績 by 長崎大学環境科学部 環境教育研究マネジメントセンター
Ⅱ．2（氾8年度までの活動実績  
1 地域共同研究・地域交流活動の主な成果  










それを推進していくための協定書  写真Ⅱ－1三者協定調印式の際の記念撮影  
を締結した（写真Ⅱ・1）。当日の出席者はつぎのとおり（以下、敬称略）。  
〔長崎大学〕学長 斎藤寛（立会い）  
環！亮科学部長 佐久間正  
環境科学部副学部長早瀬隆司  
事務長 佐藤久人  
〔長崎県〕 環境部長 中村保高  
環境政策課長 山崎直樹  
〔雲仙市〕 市長 奥村慎太郎  
副市長 金子知充  





i）地域でのエコビレッジプログラム   




止行動計画）」を作成する。   
また、同協議会において有機性廃棄物の循環利用を一層拡大し、社会化していくためのプロジェ  
クト活動について検討する。市民自身の抱えている問題の集約と、地域に分散している経験や知識  
－ 6 －   
の集約の場として機能させる。   
同協議会においてローカルエネルギーの利用開発を一層拡大し、社会化していくためのプロジェ  
クト活動について検討する。地域に分散している経験や知識の集約の場であり、力を結集するため  




辻）大学でのエコキャンパスプログラム   
長崎大学での教育研究活動等は以下のとおりである。   
学生へのフィールドにおける活動のためのカリキュラムの整備をすすめる。具体的には、インタ  
ーンシップ科目としての地域での持続可能な社会作りのための活動への参加（有機農業、火山と動  
植物、地域でのエコビレッジ活動）等である。   
また、学生の演習研究（卒業研究等）の実施のための施設を整備し、地域での研究調査活動の展開  
を活発化する。たとえば、雲仙岳の植物（原生沼モニタリング）、水系の汚染（地下水、港湾‥・）、  













長崎大学長 斎藤寛  
基調講演（14：15～15：15）  
講師：滋賀県琵琶湖環境科学センター長・京都大学名誉教授 内藤正明  
「持続可能な開発のための科学と技術」  
特別講演（15：15～16：15）  
講師：国際連合大学高等研究所上席研究員 鈴木克徳  
パネルディスカッション（16：20～17：00）  
進行：環境科学部副学部長 富永義則  
パネリスト：内藤正明、鈴木克徳、佐久間正  
閉会挨拶（17：00～17：15）  
環境科学部長 佐久間正  
－ 7 －   









雲仙市長 奥村慎太郎  
長崎県環境部長 中村保高  
基調講演（19：10～20：10）  




進行：環境科学部環境教育研究マネジメントセンター長 早瀬隆司  
パネリスト：中村保高、奥村慎太郎、内藤正明  
閉会挨拶（20：55～21：00）  
環境科学部長 佐久間正  
③千々石海岸の漂流漂着ごみ清掃   
2008年7月17日（木）、橘湾に面した千々石海水浴  
場の海開きシーズンにあわせて、千々石海岸に漂着し  
たごみの回収、清掃活動をおこなった（写真Ⅱ－2～4）。   
実施にあたっては、環境科学部環境教育研究マネジ  
メントセンター・長崎県環境部・雲仙市の三者に加え、 写喜Ⅱ－2清掃前のオリエンテーション  
写真Ⅱ－3清掃前の千々石海岸  写真Ⅱ－4清掃後の千々石海岸  
－ 8 －   
長崎海上保安部とも連携した。また、「雲仙市温暖化防止対策・ESD協議会」を構成する地域住民  
にも参加を呼びかけ、ともに汗を流した。センターからは、馬越孝道准教授（副センター長）と西山  
雅也准教授、環境科学部から富永義則教授と中村武弘教授も加わり引率にあたった。   
今後は、雲仙市における学生と地域住民とが協力して取り組む地域活動として定着したものとな  
るよう、毎年継続して実施していく予定である。  














主催者挨拶  雲仙市長 奥村慎太郎  
長崎県環！尭部長 中村保高  
環境科学部長 武政剛弘  












環境科学部長 武政剛弘  
第1部（10：30～11：45）  
講師：環境科学部教授 佐久間正  
「環境への接し方～金子みすゞの詩から学ぶ～」  
第2部（13：00～14：15）  
－ 9 －   
講師：医学部保健学科教授 松坂誠鷹  
「高齢者の転倒予防～いつまでも元気で過ごすコツ～」  
第3部（14：30～15：45）  
講師：環境科学部准教授 馬越孝道  
「雲仙火山の地震活動」  
閉会挨拶（15：45～15：50）  
環境科学部環境教育研究マネジメントセンター長 早瀬隆司  











写真Ⅱ－6 松坂誠應教授による講演  
これからの科学的技術の発展や環境政策に向かうべき、という大変興味深い内容だった。   
第2部の松坂誠應教授は、高齢者の転倒予防と異業種が協力するチームワーク研究に取り組んで  
いる。 「いつまでも元気で過ごすコツ」と副題を掲げ、転倒予防のためのハード・ソフト両面の環  
境づくりの大切さや、普段からの地域のつながりや支え合いが、高齢者に生きがいと自信を与える  
と力説した（写真Ⅱ－6）。○×形式による、受講生みずからが転倒の危険因子をどの程度もっている  















－10－   
主催：環境科学部環境教育研究マネジメントセンター、雲仙市  
プログラム：開会挨拶（10：55～11：00）  
環境科学部准教授・環境教育研究マネジメントセンター副センター長 馬越孝道  
講話（11：00～12：00）  
講師：環境教育研究マネジメントセンター准教授 深見聡  
「地域資源を活かした観光まちづくり一大河ドラマ『篤姫』に学ぶ－」  
閉会挨拶（12：00～12：05）馬越孝道  
















雲仙市において定期的（3か月に1回程度）に開催し、以下の事項等を検討し内容をまとめる。   
・ESDに関する地域行動計画   




雲仙市の地区単位でおこなわれている   
環境保全団体等と連携した地域イベント   
を実施する。そのなかで、環境教育研究マ   




写真Ⅰ一7 ESDに関する意見交換の場面  




・開催要領   
日時：2009年3月24日（木）13：00～17：00   
場所：雲仙Eキヤンレッジ交流センター   
主催：環境科学部環境教育研究マネジメントセンター、EPO九州   
プログラム：開会挨拶（13：00～13：10）九州地方環境事務所環境対策課企画係長 赤木健一郎  
第1部ESDセミナー  
講演（13：10～14：00）  
















に移していくための組織（雲仙市民環境会議）の発足を目指す。   
さらに協議会のアウトプットを実践に移していくために、有機物の循環、エネルギーと交通など  
の課題ごとに委員会等関係者の連携の場を構築していく。  









－12－   
















































園Ⅰ－10 エコ大使サミットでの発表  
園Ⅱ－1「まらエコ講座」成果報告書表紙   
また、「大学生がごみ拾いをしました」「国見高校はがんばっています」と題した報告書（図Ⅱ－1）  
を、子ども向けの副読本として利用できることを想定した内容で構成し、作成・配布した。活動内  
－14－   
容の全般は、3月15日（日）に開かれた第4回長崎県「＋エコ運動」エコ大使サミット（於：長崎大  





















「雲仙市の不法投棄ごみについて①小学生向け資料の作成 ②海岸のごみについて  
（佐藤龍平・山口 明日香・大石英和・酒本博嗣）  
閉会挨拶（15：05～15：10）長崎県未来環！亮推進課地球環境班係長 山田敏行  












なった。  写真Ⅱ－11 雪浦地区住民との意見交換会  





写真Ⅰ－12 耕作放棄地の草刈り  写真Ⅱ－13 ひまわりの種の植えつけ  
写真Ⅱ－15 ひまわり焼酎の完成  写喜Ⅱ－14 満開に咲いたひまわり  









降の観光振興案の作成を目的にスタートした事業である。   
実施にともない、霧島商工会議所内に、霧島市内の観光関係者等から構成される「きりしま再発  
－16－   
見委員会」が設置され、観光振興について協議が重ねられた。深見准教授は、鹿児島県観光プロデ  




－17－   
2 学生への教育活動の主な成果  









り、学生たちは環境科学部での学生生活がいよいよ始まることを実感しているようだった。   





写真Ⅱ－16 馬越准教授による雲仙火山の角牢説  写真Ⅱ－17 夕食後のグループデイスカッション  
（2）環境科学特別講義C，D  
（∋環境科学特別講義C   
開講期と単位数：2008年度前期・1単位   
科目分類：専門科目（環境政策コース・環境保全設計コース共通）   
担当：中村修准教授   
到達目標：具体的な環境問題とその取り組みを聞くことで、環！亮に関連する職業や仕事の内容に  
ついて理解する。また、単に知識を受け入れるだけでなく、大学や現場でどのような  










環境課学部EMS学生委員会 長岡諭志・松田香穂里  
第3回（4月28日）大学で学ぶことを、自分でつくりだすためのヒント  
九州大学農学研究院助教 佐藤剛史  
第4回（5月12日）＜地域に循環をつくりだす①＞  
佐賀大学農学部准教授 田中宗浩  
第5回（5月19日）  ＜地域に循環をつくりだす②＞  
福岡県大木町役場環境課 境公雄  
話を聞いて議論  
雲仙市で環境科学部は何ができるのだろうか  
雲仙市役所環境政策課 赤揮貴光  
第6回（5月26日）  
第7回（6月 2日）  
②環境科学特別講義D   
開講期と単位数：2008年度前期・1単位   
科目分類：専門科目（環境政策コース・環境保全設計コース共通）   





















について、 議論を深める。  
－19－   
授業内容：第1回（6月9日）＜大学から飛び出して地域で活動する＞  
プロとして活動することの意味 「減農薬」「コジェネ」  
NPO法人地域循環研究所事務局長 山口 龍虎  
（有）AT研究所代表取締役 遠藤はる奈  
話を聞いて議論（山口、遠藤を囲んで）  
（株）テレビ長崎編成局長 浦里和弘  
議論「地域技術論」への展開 その1  




第5回（7月 7 日）  
第6回（7月14日）  
第7回（7月21日）  
（3）地域技術論   
開講期と単位数：2008年度後期・2単位   
科目分類：専門科目（環境政策コース）   













フィールドでの調査は、夏休み、休日、冬休みなどを利用しておこなう予定である。   
授業内容：第1回   地域技術とは何か  
第2～4回 調査の方法とテーマについて学ぶ  
第5、6回 調査報告書を読む  
第7～11回地域に出かけて調査する  
第12回  調査結果について、地域の人びとと議論する  
第13、14回 調査報告書をまとめる  










写真Ⅱ－19 不法投棄ごみを回収する学生たら  写真Ⅱ－20 回収したごみを分別する学生たら  
－21－   
2 情報発信の主な成果  
（1）ホームページの開設   
2008年11月に、環境教育研究マネジメントセンターのホームページを開設した。イベント情報  
や、教員スタッフ紹介、リンク集などの項目を置き、随時更新している。   
http：／／www．env．nagasaki－u．aC．jp／ermachp／   
今後は、同類の地域活動をおこなうさまざまな団体との情報交換の場として、内容の充実を図っ  
ていきたい。  
















   http://www.city.unzen.lg.jp/info/prev.asp?fol_id=3625
－22－   
